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未利研メルマガ 

第 24 号 

“サーキュラー・エコノミー（循環型経済） て？” 

 

 

 新型コロナの自粛制限も解除され、人の移動も元に戻りつつありますが、お住いの

街ではいかがでしょうか。その間、皆様の生活スタイルも大きく変化したと思います。 

 「インド北部から数十年ぶりにヒマラヤ眺望、新型コロナウイルス対策のロックダ

ウンで全土の大気汚染が大幅に改善」「新型コロナウイルスによる外出自粛で、テイ

クアウトやデリバリーが増え、家庭から出るプラスチックごみが増加」など、新型コ

ロナがもたらした生活スタイルの変化が、地球環境問題へ何らかの影響を与えている

ことが報道されています。 

 

（出展：https://www.cnn.co.jp/photo/l/940330.html） 

 

 そこで、今、注目されている「サーキュラー・エコノミー（循環経済）」について、

ネット上にある多くの情報から、私なりの解釈と、どのようなビジネスが生まれる可

能性があるのか、考えてみたいと思います。 

https://www.cnn.co.jp/photo/l/940330.html


「サーキュラー・エコノミー（循環経済）」とは、限られた資源を繰り返し利用す

ることで、資源循環と経済成長の両立を目指そうとするものです。 

 多くの説明に用いられているのは、リニアエコノミーとリサイクル・エコノミーと

の違いです。 

 

 

 

サーキュラー・エコノミー概念図 

（出展：https://resaco.id/activity-for-sdgs/） 

 

リニアエコノミーは、大量生産・大量消費の経済で、原材料→生産→消費→廃棄とい

った一方向の流れです。そのためには生産や消費に見合う原材料を投入し、廃棄する

ということです。生産や消費が増えると原材料や廃棄も増えることになります。 

 

次に比較しているのが、３Ｒのリサイクル・エコノミーです。原材料→生産→消費

→廃棄（一部はリサイクルして生産へ、残りは廃棄）というもので、生産・消費の段

https://resaco.id/activity-for-sdgs/


階で、Reduce（減らす）」「Reuse（再利用する）」「Recycle（リサイクル）」すること

で、原材料や廃棄を減らそうとする取り組みです。 

 

一方、「サーキュラー・エコノミー」は、一度、原材料が投入されると→生産→消

費→生産→消費と資源をできるだけ循環（サーキュラー）させていく考え方です。要

は経済システムへの新たな資源の投入を最小限にする、そして投入した資源を使い尽

くすという考え方です。 

それではサーキュラー・エコノミーでは、どのようなビジネスが発生するのでしょ

うか。国際的なサーキュラー・エコノミー推進機関として有名なエレン・マッカーサ

ー財団は、サーキュラー・エコノミーの３原則を提示しています。 

①自然のシステムを再生：有限な資源ストックを制御し、再生可能な資源フローの

中で収支を合わせること、 

②製品と原料材を捨てずに使い続ける：製品や部品、素材を常に最大限に利用可能

な範囲で循環させること、 

③ゴミ・汚染を出さない設計：負の外部性を明らかにし、排除する設計にすること

によってシステムの効率性を高める。 

 

さらに、戦略コンサルティングファームのアクセンチュア社は、「無駄」を「富」

に変える 5つのビジネスモデルを提示しています。 

①循環型サプライチェーン：再生可能な原材料利用による調達コスト削減や安定調

達の実現 

②資源の回収・リサイクル：廃棄予定の設備や製品の再利用による生産・廃棄コス

トの削減 

③製品の長寿命化：修理やアップグレード、再販売による使用可能な製品の活用 

④シェアリング・プラットフォーム：不稼働資産となっている所有物の共有による

需要への対応 

⑤製品のサービス化：製品を所有せず利用に応じて料金を支払うビジネスモデル消

費者の「所有から利用へ」の意識の変化に対応 

 

さて、わが国ではどのような取り組みが可能でしょうか。新しい考え方のように思

えるサーキュラー・エコノミーですが、日本ではその見事な見本が江戸時代にあった

といわれています。人々は物の利用についていわゆる「もったいない」の精神と「清

潔」にしたいという気持ちが自然と調和した社会を形成していました。しかし、現在

は、経済がグローバル化し、生活スタイルも大きく変化しており、江戸時代と比較す

るのはかなり無理があるかと思います。 

そこで、未利研としては、今までの情報交換会で発表されたテーマを 5つのビジネ

スモデルに当てはめてみてはいかがでしょうか。すると今、何ができていて何が不足

しているか、今後何をすべきか、具体的なテーマが見えてくるかもしれません。また、



それらの実現のためには、人、もの、金、技術、ノウハウ、アイデアなど「未利用資

源」の持続的な活用が、今後益々重要になってくるものと思われます。 

 

最後に、これからはもう一度、「もったいない」「おかげさまで」「ほどほどに」の

精神で、新たなビジネスモデルが形成できればと思います。 

(文責：武田至弘 当法人理事) 

参考 

エレン・マッカーサー財団 

https://sustainablejapan.jp/2019/01/29/ellen-macarthur-foundation/36818 

アクセンチェア社 

https://www.accenture.com/jp-ja 

 

 

次回発行予定 

2020年 9月 

主な内容：次回情報交換会・情報交歓会について/未利研会員様・会員企業様の取り

組み現場から/etc 

  

編集後記 

緊急事態宣言の最中から、私もはやりの「Ｚｏｏｍミーティング」を経験していま

す。ずいぶん長く集まっていなかったグループが一堂に会したり、離れている友達と

つながったり、というのはコロナの数少ない恩恵です。 

ぜひ、今後とも未利研メルマガをご愛読ください。 

内容についてのご意見、希望する話題・内容、および配信停止・解除の連絡は下記、

田村までメールして頂ければ幸いです。 

 

 

無断転載禁止 
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NPO法人未利用資源事業化研究会 メルマガ編集委員長 

田村 哲志 tetsuji_tamura@miriyoshigen.jp 

〒602-0898京都市上京区今出川通烏丸東入上る相国寺門前町 636 

TEL/ FAX：075-252-5501 
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